
卵

昔
兄
吉
思
そ
の
他
’

　
　

１
１
－
こ
戸
つ
・
ポ
ー
チ
の
傅
へ
た
蒙
疆
の
事
情
」
補
正
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤

　
　
　

枝

　

本
誌
第
四
谷
第
四
・
五
琥
（
蒙
疆
専
貌
）
所
載
の
拙
稿
「
マ
ル

コ
ー
ポ
ー
ロ
の
傅
へ
た
蒙
疆
の
厚
情
」
の
中
で
、
チ
ン
ギ
ス
汗
の

血
統
の
者
の
み
が
飲
む
こ
と
の
出
来
る
御
料
の
白
馬
の
乳
を
飲

む
栄
辱
を
輿
へ
ら
れ
た
と
い
ふ
ホ
リ
ア
ト
Ｈ
ｏ
ｒ
i
a
ｔ
と
い
ふ
一

族
を
、
私
は
、
チ
ン
ギ
ス
汗
隨
一
の
功
臣
そ
ン
リ
ク
ー
エ
ヂ
ゲ

を
組
と
す
る
Ｊ
ン
ゴ
タ
ン
氏
で
あ
ら
う
と
解
し
て
お
い
た
（
四

四
二
１
三
頁
）
。
と
こ
ろ
が
同
琥
の
合
評
會
の
席
上
で
、
畏
友

愛
宕
學
士
よ
り
ご
几
史
心
一
昔
兄
吉
思
傅
に
次
の
様
な
記
事
の

兄
え
る
こ
と
を
注
意
さ
れ
た
。

　

昔
兄
吉
思
。
幼
捉
大
組
。
征
回
回
河
西
諸
國
。
倶
有
戦
功
。

　

太
宗
時
・
従
容
宗
西
征
。
師
次
京
兆
府
。
會
亦
来
吟
解
拳
諸

　

部
兵
作
貳
。
昔
兄
吉
思
挺
身
研
賊
陣
。
下
馬
恂
戦
。
賊
衆
莫

　

不
披
葬
。
俄
失
所
乗
馬
。
歩
走
至
客
宗
軍
中
。
賊
退
。
客
宗

　

嘉
其
勤
悟
。
妻
以
侍
女
唆
火
台
。
世
組
尤
愛
之
。
軍
旅
田

晃

　
　

鼠
。
未
１
　
不
在
左
右
。
初
昔
兄
吉
２
　
妻
篤
皇
子
乳
母
。
於

　
　

１
１
１
１

　

Ｉ
Ｉ
Ｉ

　

ｓ
Ｉ
Ｉ

　
　

ｓ
ｉ
ｉ
ｓ
一
Ｉ

　
　

Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｓ

　
　

是
皇
太
后
待
以
家
人
之
鐙
。
得
同
飲
白
馬
淫
。
時
朝
廷
奮

　
　

ｓ

　
　

Ｉ
ｓ
ｌ

　
　

Ｉ
Ｉ
Ｉ
一
一
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｓ

　
　

典
。
白
馬
注
。
非
宗
戚
貴
冑
不
得
飲
也
。

　
　

す
な
は
ち
、
白
馬
の
渫
は
宗
戚
貴
冑
で
な
け
れ
ば
飲
む
こ
と

　

の
出
来
な
い
き
ま
り
で
あ
る
の
を
、
昔
兄
吉
思
の
寵
用
さ
れ
た

∇
た
め
と
、
そ
の
妻
唆
火
台
が
、
も
と
皇
子
の
乳
母
で
あ
っ
た
が

　

た
め
に
、
皇
族
の
待
遇
を
う
け
て
、
之
を
飲
む
名
辱
を
典
へ
ら

　

れ
た
と
い
ふ
の
で
あ
る
。
「
世
界
事
情
」
に
、
ホ
リ
ア
ト
は
［
チ

　

ン
ギ
ス
汗
を
助
け
た
功
に
よ
っ
て
ブ
こ
の
栄
辱
を
得
た
］
と
い

　

斗
の
と
は
、
多
少
の
相
違
が
あ
り
、
ま
た
、
こ
の
恩
典
を
具
へ

　

ら
れ
た
も
の
は
、
後
に
も
前
に
も
昔
兄
吉
思
一
家
だ
け
と
は
限

　

ら
な
い
で
あ
ら
う
か
ら
、
ホ
リ
ア
ト
は
部
ち
昔
兄
吉
思
を
指
し

　

て
ゐ
る
と
直
ち
に
は
言
ひ
き
れ
な
い
が
、
こ
れ
が
「
世
界
事
情
」

　

に
見
え
る
様
に
傅
へ
ら
れ
た
と
考
へ
て
も
宜
い
の
で
は
な
い
か
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＆

と
思
ふ
。
と
も
あ
れ
、
「
時
朝
廷
哲
典
。
白
馬
注
。
非
宗
放
貴

冑

　０
不
得
飲
也
」
の
句
を
前
稿
に
引
用
し
得
な
か
っ
だ
の
は
私

の
失
嶮
で
あ
っ
た
。

　

前
稿
四
四
七
―
八
頁
の
「
番
伶
の
止
雨
の
所
祷
」
の
項
の
中

で
、
カ
シ
ミ
ー
ル
の
伶
が
種
々
の
魔
法
を
使
ふ
こ
と
を
「
世
界

事
情
」
の
別
の
箇
處
で
も
述
べ
ら
れ
て
あ
る
こ
と
を
書
き
落
し

た
。
す
な
は
ち
同
書
第
四
十
九
章
（
エ
ー
ル
本
第
一
編
三
十
一

章
）
「
ケ
シ
ミ
ル
Ｋ
ｅ
ｓ
i
m
ｕ
ｒ
（
（
I
l
h
e
ｓ
i
ｕ
m
ｕ
ｒ
）
の
く
に
の
こ
と
」

の
中
に
次
の
通
り
記
さ
れ
て
ゐ
る
。

　
　

ケ
シ
ミ
ル
の
國
も
、
仕
民
は
偶
像
（
佛
）
教
徒
で
あ
っ
て
、

　

狽
自
の
國
語
を
も
っ
て
ゐ
る
。
彼
等
は
賓
に
不
可
思
議
な
魔

　

法
を
、
「
誰
よ
り
も
」
よ
く
心
得
て
ゐ
る
。
す
な
は
ち
、
〔
唖
で

　

聾
の
〕
偶
像
に
ロ
を
き
か
せ
た
り
、
〔
話
し
か
け
て
返
事
を
さ

　

せ
た
り
す
る
〕
。
法
力
で
、
〔
思
ふ
が
ま
ｘ
に
〕
天
気
を
腱
へ

　

た
り
、
〔
明
る
い
所
や
日
中
を
〕
具
暗
に
し
た
り
、
〔
暗
や
み
を

　

明
る
く
し
た
り
〕
す
る
。
「
そ
の
外
も
」
法
力
と
智
慧
と
で
以

　

て
、
賓
際
に
見
な
い
人
は
誰
し
も
本
営
と
は
思
は
れ
な
い
様

　

な
〔
さ
ま
ぐ
の
素
晴
ら
し
い
〕
事
を
や
る
。
而
し
て
、
彼

　

等
は
、
「
世
界
中
の
」
他
の
偶
像
教
徒
の
頭
で
あ
り
、
「
藤
畔
地

　

で
あ
っ
て
」
彼
等
（
の
國
）
か
ら
偶
像
が
生
れ
る
の
だ
。

　

前
稿
の
「
世
界
事
情
」
本
文
の
拙
詳
の
誤
り
に
つ
い
て
、
岩
村
忍
氏

か
ら
御
注
意
を
い
た
ゞ
い
た
か
ら
、
そ
れ
に
従
っ
て
、
左
の
通
り
訂
正

す
る
。

　
　

一
、
四
二
三
頁
、
最
後
の
行
の
ｖ
ぶ
そ
れ
を
作
る
に
適
し
て
ゐ
る
〕

　
　
　

を
ヽ
〔
住
民
は
そ
れ
（
ア
シ
ュ
ル
）
を
作
る
に
巧
み
で
亀
る
〕
と

　
　
　

改
め
る
。

　

二
、
四
一
回
頁
、
第
入
行
Ｂ
＜
:
j
-
最
も
賢
く
〕
は
〔
最
も
色
白
で
〕
と

　
　
　

改
め
る
。

　

三
、
四
四
〇
頁
、
第
六
－
七
行
「
悪
い
天
気
は
す
べ
て
の
外
の
處
へ

　
　
　

行
っ
て
し
ま
ふ
一
を
「
他
の
處
で
は
す
べ
て
悪
い
天
気
な
の
だ

　
　
　

が
。
」
と
改
め
る
。

　

懇
篤
な
る
示
教
を
辱
う
し
た
岩
村
・
愛
宕
爾
學
兄
に
厚
く
感
謝
す
る

次
第
で
あ
る
。
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